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図1 曲率 

鋸をS字型に曲げ，縁を弓で弾いたり，表面
をマレットで叩いたりして音を出す楽器。S字
の曲げ具合を変えると音の高さが変化する。 

曲がりの程度を表す値。曲線を部分的に円で
近似したときの円の半径が曲率半径であり， 
曲率半径の逆数が曲率である。 

動機・目的 
 
 
 
 
 

実験 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

• 棒角が一定のとき，縦幅が音の振動数の２乗
に比例するような関係があることを発見した 

• 演奏法のマニュアル作成 
 

結果・考察 
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今後の課題 
 
 
 

 
  棒角θ・・・水平面と棒Sのなす角 

  縦幅a 
  
※横幅bは，縦幅aと棒角θによって決まる 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
縦幅aと音の振動数の関係を調べる 
 
 
 
厚さ0.84mm，22インチの切断用洋鋸とマレットを使用 
 

① 鋸の曲げ方を変化させ，マレットで刃の表面を叩いて音を出
す 

 

② 音のスペクトルを記録する 
  （スペクトラムアナライザー「Wave Spectra」を使用） 
 

③ 鋸の断面を紙に写し取った後，スキャナーで取り込み，曲げ
方を測定 

 

④ ①～③で得たデータをもとに縦幅aと音の振動数の関係をグラ
フ化，解析 

 

 

棒角θが60°，70°，80°，90°の場合について縦幅aを変化さ
せて音の振動数を調べる実験をおこなった 

棒角および縦幅と、曲率との関係を調べる 
 
作成したマニュアルが正確かどうか確認する 

図2 実験装置 

複数の振動数の音が観測された 
➡振幅が大きく減衰の小さい音の 
  振動数と縦幅の関係を表す 
 

図4 振動数と縦幅の関係 60° 図5 振動数と縦幅の関係 70° 

図6 振動数と縦幅の関係 80° 図7 振動数と縦幅の関係  90° 

表1 演奏マニュアル 

ミュージカルソウ奏者は，刃の曲げ具合と音の高さの関係を感覚
で習得している。そこで，演奏方法の習得をより簡単にするため，
刃の曲げ方と振動数の関係のマニュアル化を目指す 
 

・縦幅aが音の振動数の2乗に比例する 
 

・曲率が大きくなるほど振動数が大きくなる(先行研究) 
  ➡縦幅aが大きくなることで曲率が大きくなり，音の振動数が大きくなる 

図4・5・6・7の近似曲線をもとに音程と縦幅の関係を示した（表1） 
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図3 観測されたスペクトル 
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